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題
期
資
料
が
堺
事
件
・
齢
用
金
∴
串
欧
・
産
業
・
港
湾
・
敬
三
韓
係
に

よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
を
つ
て
、
商
業
都
布
貿
易
都
．
齋
ミ
し
て
の
特

殊
等
各
種
の
奥
料
が
多
く
盛
ら
れ
て
を
る
か
ら
、
そ
の
文
免
研
究

の
上
に
賞
遣
す
る
所
は
多
大
で
あ
ら
う
。
因
に
本
書
の
轡
．
嚢
頒
布

は
堺
市
役
所
及
び
印
博
聞
東
京
三
秀
舎
の
両
所
で
取
扱
ふ
¶
こ
の
事

で
あ
る
。
（
菊
版
、
第
一
巻
五
二
三
頁
、
第
五
総
六
七
二
頁
、
第
六

総
九
五
七
頁
）
〔
藤
〕

　
　
齢
古
代
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
口
信
夫
著

　
　
　
　
民
俗
學
忍
声
｝

　
　
　
　
國
交
學
篇
第
｝

m
聖
書
ご
も
に
我
古
代
史
の
研
究
に
醸
し
て
、
新
趣
の
問
題
を
提

示
し
て
み
る
鮎
、
近
頃
の
著
作
中
、
異
彩
を
放
っ
て
る
る
大
著
で

あ
る
．
、
著
者
は
早
く
日
本
民
俗
の
研
究
に
挙
手
し
、
土
俗
、
傅
論
、
郷

土
慣
習
に
關
す
る
深
い
興
味
を
も
ち
、
其
の
研
究
は
幾
多
の
難
．
誌

上
に
獲
表
さ
れ
て
み
た
。
此
書
「
畏
俗
腿
篇
」
に
て
は
、
日
本
民
俗

に
つ
い
て
の
種
々
の
方
面
が
考
究
せ
ら
れ
て
る
る
。
日
本
の
民
俗

學
は
爾
ほ
僅
か
に
其
歩
を
踏
み
託
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
現
時
は

學
界
の
調
書
冷
惹
く
や
う
に
な
り
、
歎
米
に
於
け
る
入
類
學
肚
會

　
　
　
　
　
　
第
［
三
號
r
　
｝
一
山
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（
　
四
門
三
八
）

塵
；
文
法
礎
研
究
の
方
法
考
察
が
探
用
せ
ら
れ
て
、
從
來
等
閑
に
附

せ
ら
れ
た
古
代
の
民
俗
生
誘
の
～
醗
。
か
漸
く
明
ら
か
に
さ
れ
、
其
、

悪
趣
を
見
患
さ
れ
ん
、
こ
し
て
み
る
。
磐
者
の
民
俗
學
研
究
は
鶴
有

の
立
場
・
こ
観
灘
－
こ
を
鮮
明
に
幽
し
て
み
る
。
從
っ
て
二
著
作
、
こ
も

に
緻
米
の
昆
俗
墨
研
究
に
依
る
よ
り
は
，
却
っ
て
そ
れ
等
に
依
る

入
を
教
ゆ
る
¶
こ
こ
ろ
が
あ
る
。

　
「
民
俗
嬰
篇
」
に
あ
っ
て
は
、
「
娩
が
國
へ
・
常
世
へ
」
の
一
章
に
於

て
、
異
郷
意
識
の
起
伏
を
論
じ
、
撮
礎
時
代
の
悌
や
、
常
世
國
に

關
す
る
思
想
的
憂
遷
を
こ
れ
に
考
へ
よ
う
・
こ
す
る
。
…
、
古
代
生
活
の

研
究
」
に
は
近
い
時
代
の
触
，
欝
鼎
」
の
考
や
、
「
ま
れ
び
ミ
の
お
ミ
つ

れ
」
ミ
し
て
瀞
の
來
臨
を
論
ず
る
な
，
ご
特
色
が
あ
る
。
「
琉
球
の
宗

教
」
に
は
巫
女
の
話
が
説
か
れ
、
「
最
古
日
本
の
女
姓
生
活
の
根
抵
」

「
鶏
鳴
、
こ
榊
樂
黙
糠
籠
の
話
晃
だ
い
が
く
の
研
究
し
「
離
々
の
祭
り
」

「
盆
踊
り
ミ
祭
屋
牽
三
な
・
こ
の
興
味
あ
る
閻
題
が
掲
げ
ら
れ
て
る

る
。　

し
か
し
総
じ
て
著
者
の
研
究
は
標
題
の
其
文
字
面
か
ら
直
ち
に

其
内
容
か
想
像
さ
れ
る
の
、
こ
は
懸
っ
て
、
か
、
る
題
国
の
各
々
の

内
に
も
實
は
多
方
面
な
問
題
が
盛
ら
れ
て
み
る
。
著
者
の
博
捜
ε



欝
究
に
氣
の
多
い
入
の
麗
麗
に
見
る
複
雑
な
示
峻
、
こ
其
興
遮
の
如

き
も
の
が
こ
・
に
窺
は
れ
る
。
表
面
蓮
事
な
く
見
ゆ
る
事
實
が
説

明
に
つ
れ
て
語
彙
し
て
贈
る
こ
「
こ
が
多
い
。
こ
の
關
聯
の
展
開
は

九
し
か
に
本
書
の
特
色
で
あ
り
葺
く
も
の
を
し
て
誰
き
ざ
る
颪
白

味
を
輿
へ
る
。
諸
篇
中
「
水
の
女
」
に
関
聯
す
る
も
の
「
信
太
妻
の

話
」
「
翁
の
嚢
生
」
「
花
の
話
」
な
¶
ご
は
そ
の
特
色
を
あ
ら
は
し
て
み

る
。

　
『
國
女
學
篇
』
に
は
、
は
じ
め
に
「
隠
文
塵
め
獲
蛋
」
の
歴
覧
が
ま

れ
び
・
こ
の
．
研
究
か
ら
始
ま
っ
て
、
訪
問
入
の
饗
癒
、
覗
書
職
，
乞

食
、
組
漿
の
群
行
な
，
こ
の
考
謹
に
入
っ
て
、
古
代
蛋
活
の
特
殊
相

を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
幽
文
學
が
腰
文
に
よ
っ
て
嚢
生
し
、
そ
れ

が
「
か
み
ご
ミ
」
（
遊
撃
）
に
あ
り
、
口
頭
の
文
章
・
こ
し
て
の
叙
事
詩
、

語
部
幌
言
の
学
園
が
あ
る
な
3
を
こ
、
で
取
扱
っ
て
み
る
。
其
他

「
短
歌
本
質
の
成
立
の
時
代
」
も
幾
多
の
示
峻
に
富
ん
だ
論
文
で
あ

る
。　

萬
葉
集
研
究
も
亦
著
者
が
長
年
の
研
究
の
一
部
で
あ
っ
て
、
近

時
萬
葉
集
の
．
研
究
が
到
る
唱
こ
こ
ろ
で
唱
へ
ら
れ
て
る
る
う
ち
に
、

本
書
に
は
、
著
者
面
恥
の
観
察
が
あ
っ
て
、
萬
葉
集
の
文
化
史
的

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
紹
　
　
介

研
究
ε
し
て
も
既
往
の
論
述
に
輩
類
を
見
な
い
も
の
噌
こ
言
っ
て
よ

い
。
日
本
書
－
こ
日
本
紀
な
争
こ
も
日
水
の
古
代
の
史
學
思
想
の
こ
圃

に
賜
れ
た
面
白
い
考
で
あ
る
。
（
大
岡
虚
書
店
獲
行
民
俗
篇
四
七
、

○
○
、
國
文
學
篇
復
七
、
五
〇
）
〔
西
団
〕

　
　
⑳
日
本
法
制
史
論
　
　
　
　
　
　
牧
　
　
健
二
著

　
著
考
は
國
史
學
，
こ
法
律
學
を
修
め
て
、
今
京
都
大
藩
法
學
部
に

口
本
法
制
史
を
講
ぜ
ら
れ
る
が
こ
の
學
問
経
罐
か
ら
し
て
、
本
書

の
持
つ
意
義
を
推
定
す
る
に
困
難
で
な
い
。
第
一
編
緒
論
に
、
法

律
家
の
法
制
史
ミ
歴
史
家
の
法
制
史
、
こ
の
乖
離
を
非
ε
し
て
、
新

し
い
法
捌
史
の
研
究
方
法
を
提
唱
し
そ
の
理
論
を
實
現
せ
ん
、
こ
し

て
み
る
。
第
二
編
氏
族
不
文
法
の
時
代
で
漁
幽
陣
を
以
て
法
律
の

　
　
　
ヘ
　
へ

存
在
を
獲
比
す
る
の
セ
場
よ
り
上
代
の
史
料
を
法
の
光
に
淳
び
上

ら
せ
て
、
そ
の
生
．
命
を
見
そ
の
購
系
を
立
て
ん
、
こ
す
る
。
殊
に

上
代
法
制
の
精
霊
に
就
て
究
明
に
つ
、
こ
め
成
果
を
爆
げ
て
る
る
。

そ
の
特
質
を
求
め
て
義
務
本
位
な
る
鮎
を
描
鳩
し
て
み
る
な
き
注

意
を
惹
く
。
爾
本
書
に
っ
き
憎
二
の
希
望
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

　

　
著
者
が
民
族
學
的
入
類
學
的
立
場
に
多
く
顧
み
な
か
っ
た
こ

（
「
こ
、
こ
れ
は
多
少
の
三
頭
は
な
さ
れ
て
る
る
が
、
然
し
大
部
分
は

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
一
七
　
（
　
四
三
九
）


